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要約
このA1サイズのポスターのテンプレート
は，大体の分量を見積もるために，2ページ
のレジュメの原稿の内容を適用しています．
その結果から，このポスターのフォーマッ
トでは，レジュメ1ページ分がそのままポス
ター1ページに相当していることがわかり
ます．

1 はじめに
現在研究のみならず日常生活においても
様々なセンサが用いられ，様々な場面で活
躍している．そしてそれらの手法は多様化
している．その中で重要とするのがIoT的な
ウェアラブルで無線通信を行えるというこ
とと，独自での新しい発想からセンサをそ
ういったことに用いるか，どういった分析
手法を用いるかということである．今回は
以上の点を目標を達成するにおいての提案
手法と実験機器についての解説を行う．最
終的な目標としては実験を行いその結果を
用いて環境の制御を行う．

2 実験機器
実験機器としてセンサの都合上から Ar-

duinoを2台用いる．e-healthのセンサとGSR
センサを両立して使えないため Arduino1
では，e-health[1]の脈拍センサ，体温セン
サ.Arduino2ではGSR（皮膚電気反射）セン
サ，温湿度気圧センサ，照度センサを用い
る．装着時は指に脈波センサ，体温センサ，
GSRセンサを取り付ける（図1）．本来はAr-
duinoは体に取り付けウェアラブルな環境と
するのを目標としている．加えて今回はAr-
duinoで取得したセンサ値をPCに無線で送
信するためにRaspberrypiを用いる．簡単な
データの流れとしては図2のようになる．

図1 センサ装着時の画像

図2 簡単なデータフロー

2.1 各種センサ
本研究で用いるセンサの中に e-healthと
いうプラットホームから脈拍センサと体温
センサを用いる．実際に取得したデータを
pythonを用いてグラフ化したものを図3，図
4に示す．

図3 脈拍

図4 体温

またGrove[2]のGSRセンサ，このセンサ
は皮膚の発汗から感情や呼吸などの状態の
判別に用いる．加えて周囲の環境の状態を
BME280[3]という温湿度気圧センサと照度
センサを用いて取得する．これらのセンサ
も同様にpythonを用いてグラフ化を行った
(図5，6，7，8，9)．

図5 GSR

図6 温度

図7 湿度

図8 気圧

図9 照度

3 リアルタイムWEB
　センサの値を取得しそのデータ分析を
行うことを予定としているが，その結果を
実際の作業であったり環境に反映させるに
はリアルタイムの処理が必要である．なの
でArduinoで取得したデータをRaspberrypi
から PCに無線で送るが（Raspberrypiから
PCへの無線通信は未達），その後Webブラ
ウザ上でリアルタイムでグラフをプロット
する．　方法としてはXamppで立ち上げた
Apache（localgist:8080）を通してphpファイ
ルにデータを送る．その後accept.js(図10)に
送り2秒停止させる．ここでの2秒停止がな
いとその後の処理が上手くいかない．そし
てサーバー(localhost:3000)からhtmlに送り，
html状でEpoch.jsというものでデータ受信
の度にグラフをリアルタイムにプロットさ
せる．

図10 リアルタイムWEBのデータフロー

図11 リアルタイムWEB



4 データ分析
4.1 主成分分析

4.2 重回帰分析

5 実験及び考察

6 おわりに
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